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町の人口
（48年4月禾現在）

人　口　23，373
男11，589
女12，284

世帯数　6，881

6月1日（1973）

車Ｎｏ．296　■

毎月一回各家庭に配布
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6月の日曜在宅医
3日　坂口医院　婦人科　頃未　691－2943
10日　白土医院　内・児科　樋口　691－0553
17日　楠本医院　内・児科　頃末　691－2873
24日　永松医院　耳鼻科　頃宋　69ト0386
7月1日　森田医院　内・児科　樋口　691－0616
※診察時間は9時－17時
原則として往診はいたしません

発　行　福岡県遠賀郡水巻町　発行人　水巻町長　伊藤衛門　編　集　水巻町住民相談室（電話601局4321）印　刷　冷牟田印刷合資会社

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
ニ

合
は
六
月
十
吉
に
順
　
軟
式
庭
球
大
会

会
　
場
　
水
巻
南
中
学
校
ダ
ラ
ン
▼
ド

時
　
間
　
午
前
九
時
開
会

参
加
要
領

イ
　
種
別
は

卓
球
大
会

会
　
場
　
水
巻
南
中
学
校
体
育
館

時
　
間
　
午
前
九
時
開
会

会
　
場
　
水
巻
南
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
　
会

－
ト

場
　
水
巻
弓
道
場
（
町
民
会
館

う
ら
）

親
と
子
の
心
を
結
ぶ

読
書
活
動
指
導
講
演
会

水
巻
町
教
育
委
員
会

体
育
協
会
主

催
で
、
六
月

十
日
の
日
曜

日
、
町
体
育

大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

ふるって

参加を

一
般
男
子
の
部
・
一
般
女
子
の
部
参
加
要
領

中
学
男
子
の
部
・
中
学
女
子
の
部
イ
　
種
別
は

六
月
十
日
童
≡
－
】
日
曜
日

時
　
間
　
午
前
九
時
開
会
　
　
　
時
　
間
　
午
前
九
時
開
会

参
加
要
領
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
要
領

イ
　
試
合
は
個
人
戦
た
だ
し
会
場
で
ダ
イ
　
試
合
は
個
人
戦
、
団
体
戦
と
し
、

初
夏
の
太
陽
の
下
存
分

に
動
き
、
跳
び
、
走
っ
て

く
だ
さ
い
。
参
加
申
し
込

み
は
当
日
で
も
で
き
ま

す
。
地
区
で
さ
そ
い
合
わ

せ
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ

＼

　

0

′
Ｌ
▼

ス
ポ
ー
ツ
夏
ｍ
Ｔ
団
の
部

口
　
編
成
は
監
督
、
選
手
と
も
で
一
チ

ー
ム
十
二
名
。
組
合
せ
は
当
日
会

場
で
決
定
。

ハ
　
原
則
と
し
て
地
区
公
民
館
、
職
域

単
位
の
チ
ー
ム
編
成
と
す
る
が
、

戸
数
の
少
な
い
地
区
は
隣
接
地
区
　
ハ

と
合
併
し
て
出
場
し
て
も
よ
い
。

一
般
男
子
の
部
・
一
般
女
子
の
部

・
中
学
男
子
の
部
・
小
学
女
子
の

部一
般
男
女
は
参
加
数
に
よ
り
三
十

五
才
以
下
、
以
上
に
分
け
る
こ
と

も
あ
る
。

試
合
は
個
人
戦
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
、
試
合
球
は
硬
球

ブ
ル
ス
を
絹
成
す
る
。

ロ
　
雨
天
の
場
合
は
六
月
十
七
日
に
順

延剣
道
大
会

会
　
場
　
水
巻
中
学
校
体
育
館

時
　
間
　
午
前
九
時
開
会

参
加
要
領

イ
　
種
別
は
一
般
の
部
（
含
高
校
生
）

・
中
学
生
の
部
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
部

口
　
拭
合
は
個
人
戦
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
。
た
だ
し
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
団
体
戦

ア
ー
チ
ユ
リ
ー
も
行
な
い
ま
す
。

子
ど
も
の
情
緒
は
、
幼
児
期
か
ら
小

学
校
低
学
年
ま
で
の
間
に
ど
の
よ
う
に

も
大
き
く
変
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
子
ど

も
の
情
緒
毒
て
る
に
は
、
豊
か
な
内

ロ
弓
道
を
習
い
た
い
人
は
、
兢
技
終
容
の
あ
る
本
査
票
で
聞
か
せ
た
り
、

了
後
指
導
し
ま
す
。

◇
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
軟
式
庭

球
は
、
午
前
九
時
か
ら
南
中
学
校
体

育
館
で
開
会
式
を
行
な
い
ま
す
。
参

加
者
は
会
見
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
　
ど
の
種
目
も
当
日
開
始
前
三
十
分

か
ら
金
腸
で
参
加
を
受
付
け
ま
す
。

◇
参
加
者
金
員
に
参
加
賞
を
入
賞
者

に
は
賞
状
賞
品
を
お
く
り
や
す
。

◇
　
大
会
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

教
育
委
員
会
轟
局
（
六
九
丁
⊥
Ｕ

四
〇
三
）
へ
。

読
ま
せ
た
り
す
る
こ
と
も
大
き
な
役
割

り
を
も
っ
て
い
ま
す
。

町
教
育
委
員
会
で
は
　
①
年
令
に
応

じ
た
本
の
選
び
方
　
⑧
本
を
続
ん
で
聞

か
せ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
　
⑨
子
ど
も
が
す

す
ん
で
本
を
読
む
気
に
な
る
指
導
の
し

か
た
な
ど
、
家
産
、
学
校
、
保
育
園
な

ど
で
の
正
し
い
読
書
活
動
の
あ
り
方
を

先
生
や
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
方
に
身

に
つ
け
て
い
た
だ
き
艮
い
指
導
者
に
な

っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
演
会
を
つ
ぎ

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

受
講
で
凄
ま
す
。
参
加
を
お
ま
ち
し
て

い
ま
す
。

一
、
講
演
日
　
六
月
十
二
日

二
、
場
　
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

三
、
講
師
　
斉
藤
尚
書
先
生
（
日
本

親
子
読
者
セ
ン
タ
ー
代
表
、
甘

本
読
者
指
導
研
究
会
責
）

四
、
講
演
日
程

◎
午
前
の
部
　
9
時
3
0
分
か
ら
1
1
時

大
規
模
開
発
行
為
で
お
願
い

事
前
に
町
と
協
議
を

こ
こ
ｌ
が
．
あ
ぶ
な
い
十
．
響
地
点

三
号
線
・
新
県
道
で
五
十
五
件

事
故
類
型
◆
道
路
横
断
中
が
最
高

年
ご
と
に
激
増
し
社
会
問
題
と
な
り
水
巻
町
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
別
表
故
だ
け
で
一
〇
九
件
が
発
生
、

一
人
が

な
が
ら
、
な
お
増
加
す
る
交
通
事
故
。
の
と
お
り
、
四
十
七
年
度
中
に
人
身
革
死
亡
、
一
五
八
人
が
重
軽
傷
を
お
っ
て

い
ま
す
。
発
生
場
所
は
例
年
の
と
お
り

国
道
三
号
線
で
の
事
故
が
ト
ッ
プ
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
新
県
道
水
巻
・
中
間

線
で
も
二
四
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

町
で
も
信
号
機
の
設
置
、
歩
道
、
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
の
整
備
等
対
策
を
構
じ
て

い
ま
す
が
、
町
内
の
人
が
歩
い
て
利
用

す
る
こ
と
の
多
い
適
時
上
の
人
対
車
の

事
故
で
、
二
七
人
が
重
軽
傷
を
お
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
事
故
を
原
因
別
に
み
て
み
ま
す

と
道
路
横
断
中
が
一
五
件
、
路
上
へ
の

と
び
出
し
が
勝
因
の
も
の
七
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
お
と
し
よ
り
や
こ
ど
も
の

道
路
横
断
、
こ
ど
も
の
路
上
へ
の
と
び

出
し
は
、
み
ん
な
で
十
分
気
を
つ
け
た

い
も
の
で
す
。

歩
行
者
も
運
転
者
も
交
通
法
規
を
守

り
、
悲
惨
な
交
通
災
害
を
お
こ
さ
な
い

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
患
い
ま

す
。

都
市
近
郊
の
水
巻
町
で
は
町
内
各
地

で
、
急
速
な
宅
地
化
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
千
平
方
メ
ー
ト
ル
（
三
〇
二
・
五

坪
）
以
上
の
宅
地
造
成
な
ど
の
開
発
行

為
（
主
と
し
て
建
築
物
の
建
築
を
目
的

と
す
る
区
画
形
質
の
変
更
な
ど
）
を
す

る
場
合
は
、
道
路
、
公
園
、
水
道
等
完
成

後
の
町
へ
の
無
償
譲
渡
に
よ
る
将
来
の

推
持
管
理
の
問
題
が
生
じ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
現
在
町
は
用
途
地
域
指
定
の

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
町
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
そ
わ
な
い
よ
う
な
開
発
計

画
が
な
さ
れ
る
と
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

そ
の
も
の
の
根
本
が
崩
れ
て
し
ま
い
住

み
よ
い
町
づ
く
り
計
画
に
大
き
な
障
害

と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

開
発
行
為
る
実
施
さ
れ
る
と
き
は
、
町

建
投
課
へ
計
画
啓
、
関
係
図
面
等
を
提

出
し
協
議
を
し
て
、
明
る
く
住
み
良
い

町
づ
く
り
に
ど
協
力
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

3
0
分
ま
で
、
対
象
は
幼
稚
園
か
ら

小
学
校
三
年
ま
で
の
こ
ど
も
の
父

母
。

◎
午
後
の
部
　
1
3
時
か
ら
3
時
3
0
分

ま
で
、
対
象
は
幼
稚
園
、
保
育
園

小
学
校
三
年
ま
で
の
担
任
の
先
生

◎
夜
の
部
　
1
8
時
か
ら
加
時
ま
で
、

対
象
は
幼
稚
園
児
の
父
母
、
そ
の

他
の
希
望
者

五
、
講
演
内
容
（
三
回
共
通
）

イ
　
子
ど
も
に
読
ん
で
き
か
せ
る
テ

ク
ニ
ッ
ク

ロ
　
子
ど
も
が
す
す
ん
で
読
む
気
に

な
る
指
導
法

ハ
　
良
い
本
を
え
ら
ぶ
基
準

水
墨
画
研
究
会

へ
の
お
さ
そ
い

町
公
民
館
で
水
墨
画
研
究
グ
ル
ー
プ

が
組
織
さ
れ
、
創
作
研
究
活
動
を
行
な

っ
て
ー
い
ま
す
。
会
の
名
称
は
「
翠
腸

金
」
と
い
い
、
み
な
さ
ん
の
加
入
を
お

ま
ち
し
て
い
ま
す
。

。
練
習
日
　
第
二
三
水
曜
日

・
時
　
間
　
1
8
時
3
0
分
～
2
1
時

。
会
　
場
　
町
民
会
館
日
本
間

・
会
　
費
一
カ
月
　
三
〇
〇
円

・
講
　
師
　
中
島
一
彦
先
生

・
入
金
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
ば
教
育

委
員
会
（
電
六
九
一
－
〇
四
〇
三
）
へ

水巻町場所別交通事故発生件数　帆ト佃．3）
事故発生地点 容赦件数 死亡者 麓偽者 畦偽者

凶通三号腺 31 0 1 53

頃 末 小東門的交差点 9 0 0 20

三 号練 と遠賀川土手交差点 9

5

3

0 0 12

水 巻 駅前交差点 り 0 9

水 巻情 か ら水巻中学楔 まで 0 1 3

駅 前 交差点か ら和光石油 まで 3 0 0 6

逮 毒酎Ｉは結束の新旧開通交差点 2 0 0 3
町 道 偵 未∵立屋 敷線 （旧国運 ） 17 1 5 17

噴 末 小学校正 門前 5

5

0 ・2 3

水 巻 派出所 か ら伊 豆神 社 まで 1 0 5 °

伊 豆神社 から遠 賀川柵 まで 4 0 1 ・ 6

遠 賀 侶用金庫 前交差 点 3 0 2 3

県 道 水巻一声屋線 10 0 1 13

櫓 ノ 木社宅碩 3 0 0 4

借 用 金庫 か ら山 ノ神 まで 2 0 1 1

古 賀 区社 宅憤 2 0 0 4

新 生 衡 入口バス停 付近 2 0 0 3

樋 口 マ ーケ ッ ト付近 1 0 0 1

新 県 道水巻一 中間銀 24 0 4 25

水 巻 商工会前 3 ． 0 0 5

鯉 口 区社宅横 から南 中槙 まで 9 0 0 10

吉 田 団地横 7 0 3 4

松 栄 荘団地楕 3 0 1 2

地 口 区国鉄ガー ド下 2 0 0 4

旧 県 道水啓 一中間線 ．‘4 0 0 7

頭 末 から地 口区バス停 1 0 0 4

古 田 バ ス停近 くの交差 点 3 0 0 3

頃 末 一上二線 15 0 1 20

みず 接団地 入［］交差点 11 0 1 16

下 二 バス停付 近 4 0 0 4

そ の 他 8 0 1 10

合　　　　　　　　 計 10 9 1 13 145

事故類型別件数（47．トー48．3）
種 類 琳　　 故　 ・葉音ｉ＋ ．型 件 数 機 類 事　　 故　　 類　　 型 件 数

入

対

車

・輌

対 而 通 行 中 2

・帥

相

二互

退　　 寮 2 7

交 差 点 横 断 歩 道 楕 断 中 1 出 合 録 碓 突 1 7

交 差 点 付 近 碩 断 亘り 帽 断 歩 道 有 ） 3 右 折 時 側 面 衝 突 10

（ ク　　 無 ） 2 左 折 時　　 〃 2

線 路 械 ｌ析 歩 遺 付 近 構 断 車 1 追 越 時 接 触 3

そ の 他 ，・単 絡 ，横 断 中 （碩 断 歩 道 無 ） 8 す れ 適 い 時 接 触 ：う

路 上 遊 戯 沖 ・ 1 そ の 他 4

臓 ．土 へ の 飛 び 出 し 7
帝

ｌ輌
単
独

駐 車 ．串 ｌ梱 衝 突 1

そ の 他 2 路 外 逸 脱 3

奉
迫 趨 時 正 成 衝 突 2 防 護 柵 彿 突 1

そ の 他 正 面 術 喫 8 そ の 他 臓 上 工 作 物 衝 突 1

合　　　　　　　 計 1 0 9

天
生
園
（
火
葬
場
）
が
完
成

場
　
所
　
遠
賀
町
上
別
府

六
月
一
日
か
ら
使
用
　
町
民
は
無
料

遠
賀
郡
四
町
と
中
間
市
が
共
同
で
一

部
事
務
組
合
を
殴
立
し
、
遠
賀
町
上
別

府
に
建
役
を
進
め
て
い
た
火
葬
場
が
総

事
業
費
約
一
億
六
千
三
百
万
円
で
完
成

し
、
名
称
も
「
天
生
園
」
と
き
ま
り
ま

し
た
。天
生
国
は
火
葬
場
の
従
来
の
イ
メ
ー

ジ
を
一
新
さ
せ
る
た
め
待
合
棟
、
告
別

棟
、
火
葬
炉
棟
が
そ
れ
ぞ
れ
明
か
る
い

建
築
形
態
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
各
施
設

に
は
最
新
の
技
術
が
採
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
に
も
尊
厳
と
品
位
が
た

い
せ
つ
に
保
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
使
用
料
は
す
べ
て
無
料
で
、

六
月
一
日
か
ら
使
用
い
た
し
ま
す
。
天

生
園
の
場
所
、
使
用
料
、
手
続
き
等
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一
、
場
所
　
遠
賀
郡
上
別
府
字
大
谷

国
道
三
号
線
西
鉄
バ
ス
停
千
代

丸
口
か
ら
左
に
入
り
、
遠
賀
農
芸

高
校
前
か
ら
約
百
メ
ー
ト
ル
先

二
、
使
用
料

イ
　
関
係
市
町
民
　
無
料

口
　
他
市
町
村
民

大
人
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

小
人
　
　
六
、
〇
〇
〇
円

死
産
児
等
　
　
五
〇
〇
円

ー
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坤
殊
放
言

シ
リ
ー
ズ

特
殊
教
育
と
は
、
心
身
に
障
害
か
あ

る
と
患
わ
れ
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
、

そ
の
能
力
や
適
正
に
あ
っ
た
教
育
を
し

こ
ど
も
が
も
っ
て
い
る
能
力
を
で
き
る

だ
け
伸
ば
す
た
め
に
特
別
な
教
材
、
教

具
を
用
い
、
す
ぐ
れ
た
先
生
が
す
ぐ
れ

た
教
育
を
す
る
こ
と
で
す
。

す
べ
て
の
こ
ど
も
は
、
そ
の
能
力
に

応
じ
て
、
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る
権

利
が
あ
り
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
心
身
障
害
児
の
教
育
は

い
ま
だ
遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り

ま
た
、
地
域
の
方
々
の
誤
ま
っ
た
考
え

が
特
殊
学
級
の
障
害
に
な
っ
て
い
ま

す
。水
巻
町
で
は
、
永
い
間
父
兄
や
教
育

関
係
者
の
間
で
設
置
が
希
望
さ
れ
て
い

ま
し
た
「
水
巻
町
適
正
就
学
指
導
委
員

撤
さ
れ
、
今
後
は
水
巻
町
に
在
住
し
て

い
る
心
身
に
障
害
が
あ
る
と
患
わ
れ
る

児
童
、
生
徒
の
正
し
い
ｌ
診
断
と
そ
の
子

に
あ
っ
た
就
学
の
指
導
を
し
、
あ
わ
せ

て
父
兄
、
地
域
、
学
校
が
一
体
と
な
っ

て
特
殊
教
育
の
必
要
性
を
理
無
し
、
協

町
民
の
皆
さ
ま
も
今
後
の
水
巻
町
の

特
殊
教
育
の
発
展
の
た
め
、
さ
ら
に
深

い
ご
理
解
と
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
水
巻
町
適
正
就
学
指
導
委
員

（
敬
称
略
）

適
正
就
学
指
導
委
員
会
が
発
足

子
ど
も
の
真
の
幸
福
を
願
っ
　
て

会
」
が
こ
の
た
び
発
足
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
責
会
の
運
営
は
教

育
委
員
会
の
責
任
と
し
て
、
教
育
長
が

中
心
に
な
り
、
学
校
長
、
各
小
中
学
校

の
代
表
の
教
師
、
学
識
経
験
者
、
医
学

関
係
者
、
心
理
学
関
係
者
の
方
々
で
粗

力
し
て
今
後
の
心
身
障
害
児
の
真
の
幸

福
を
願
っ
て
努
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
国
や
県
も
今
後
特
殊
教
育
の
振
興
に

は
積
極
的
に
取
り
く
む
方
針
を
示
し
て

い
ま
す
。

委
員
長
柴
門
正
生
（
町
教
育
長
）

医
学
関
係
者

石
田
知
行
（
遠
賀
保
健
所
長
）

有
識
者
板
谷
順
三
（
児
童
相
談
所
）
　
高
橋

次
生
（
町
議
良
）
　
安
藤
力
（
水
巻

申
）
　
甲
斐
田
千
恵
子
（
父
兄
代

表
）

学
校
長
有
言
和
弘
（
水
巻
中
）
　
桝
田
盲
雄

（
水
巻
南
中
）
　
内
出
英
昭
（
下
二

小
）
　
吉
田
政
雄
（
頃
末
小
）
　
石

田
実
（
机
小
）
　
大
田
徳
美
（
猪
熊

小
）

学
校
代
表
教
師

小
笠
原
勝
己
（
水
巻
中
）
　
宮
崎
正

英
（
水
巻
南
中
）
　
甲
斐
八
千
代
（

下
二
小
）
　
和
田
正
男
（
頃
末
小
）

久
保
田
八
重
子
（
机
小
）
　
大
木
儀

介
（
猪
熊
小
）

事
務
局
下
田
寅
雄
（
教
育
委
員
会
）

道
路
駐
車
は
い
け
ま
せ
ん

車
庫
法
の

が

拡

大

さ

凛
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水
巻
町
商
工
会
々
晶
栗
川
正
雄
氏
が

こ
の
た
び
、
多
年
に
わ
た
る
商
工
業
界

へ
の
謹
献
と
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
竃
綬

褒
豊
責
盈
葦
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

東川正雄氏
藍綬褒賞受章の栄誉

氏
は
昭
和
三
十
年
か
ら
本
町
商
工
会

々
長
と
し
て
、
多
事
多
離
で
あ
っ
た
町

商
工
業
界
の
育
成
振
興
に
あ
た
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
が
、
四
十
三
年
か
ら
は
福

岡
県
商
工
会
連
合
会
々
長
、
全
国
商
工

会
連
合
会
監
事
と
し
て
、
常
に
困
難
な

位
置
に
あ
る
中
小
零
細
企
業
者
の
組
織

化
と
振
興
育
成
に
精
進
さ
れ
、
そ
の
卓

也
し
た
指
導
力
が
全
国
的
に
も
高
く
評

価
さ
れ
て
今
口
の
商
工
会
の
基
礎
づ
く

り
に
大
き
く
貢
献
し
、
今
回
の
受
章
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

氏
は
ま
た
現
在
町
議
会
議
員
、
裁
判

所
の
司
法
、
調
定
委
員
等
多
く
の
公
職

を
兼
ね
地
域
社
会
の
た
め
日
夜
献
身
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
そ
の
識

見
、
人
格
を
も
っ
て
、
商
工
業
界
の
み

で
な
く
水
巻
町
全
体
へ
の
ご
尽
力
が
各

方
面
か
ら
強
く
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

〔
写
真
は
褒
章
記
〕

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

届
が
な
い
と
六
月
か
ら
支
給
打
切
り

石
橋
豊
蔵
先
生

春
の
叙
勲
で
勲
五
等
讐
光
旭
日
章

元
水
巻
町
教
育
長
石
橋
豊
蔵
先
生
が

春
の
叙
勲
で
、
勲
五
毒
光
旭
日
章
受

章
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

先
生
は
昭
和
三
十
聖
ハ
月
か
ら
四
十

三
年
十
月
ま
で
十
三
年
四
カ
月
に
わ
た

り
水
巻
町
教
育
長
と
し
て
本
町
教
育
行

政
に
尽
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
在
任
中

の
主
な
業
棟
の
一
部
を
あ
げ
る
と
、
学

校
教
育
面
に
お
い
て
は
魔
鏡
地
に
お
け

る
情
操
教
育
・
特
殊
教
育
の
振
興
、
学

校
給
食
の
充
実
改
善
、
狩
熊
小
・
南
中

の
新
設
、
机
小
の
改
築
、
ま
た
各
学
校

の
教
育
棟
程
の
調
和
的
推
進
な
ど
枚
挙

に
い
と
ま
三
高
社
会
教
育
面
で

も
公
民
館
結
婚
の
創
始
、
嫡
人
教
養
講

座
の
開
設
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
等
嫡
人

体
育
の
振
興
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
設
置
な

ど
多
く
の
仕
事
を
な
し
と
げ
ら
れ
ま
し

た
。
先
生
は
ま
た
教
育
実
践
家
と
し
て

も
県
下
各
学
校
の
教
諭
、
校
長
を
歴
任

さ
れ
た
あ
と
、
県
指
導
主
事
と
し
て
広

く
県
下
の
教
育
現
場
の
指
導
に
当
た
ら

れ
、
そ
の
温
厚
な
人
格
と
博
学
、
す
ぐ

れ
た
指
導
力
と
で
多
く
の
俊
秀
、
逸
材

を
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
叔
勲
の
栄
誉
に
輝
か
れ
た
の

も
ま
こ
と
に
当
然
の
こ
と
で
、
心
か
ら

祝
意
を
表
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
知

ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

家
庭
鐘
紡
の
安
定
と
児
童
の
健
全
な

育
成
を
は
か
る
た
め
の
一
つ
の
制
度
と

し
て
、
児
童
手
当
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
児
童
手
当
の
支

給
を
う
け
て
い
る
方
は
水
巻
町
で
現
在

三
五
〇
人
に
連
し
て
い
ま
す
が
、
四
月

か
ら
支
給
対
象
と
鬼
る
児
童
の
範
囲
が

拡
大
さ
れ
た
て
と
に
よ
り
大
幅
に
増
加

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
児
童
手
当
の
支

給
を
受
け
て
い
る
方
は
、
す
べ
て
年
一

回
、
六
月
一
口
か
ら
同
月
三
十
Ｈ
ま
で

の
問
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
町
（

公
務
負
は
勤
務
先
）
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
児
童
手
当
現
況
届
」
に
よ
っ

て
、
町
長
は
児
童
手
当
の
支
給
を
う
け

て
い
る
方
の
前
年
の
所
得
の
状
況
や
児

童
の
養
育
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
確
認

を
し
、
引
き
椀
い
て
児
童
手
当
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を

み
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
こ
の
届
が
提
出
さ
れ
な
い

と
、
引
き
続
い
て
支
給
を
受
け
る
資
格

が
あ
っ
て
も
、
六
月
分
か
ら
の
児
童
手

当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
か
ら
ど
注
意
く
だ
さ
い
。
こ

の
よ
う
に
、
こ
の
届
は
た
い
せ
つ
な
も

の
で
す
か
ら
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

児
童
手
当
現
況
届
の
取
り
扱
い
、
用

紙
の
用
意
な
ど
は
老
人
児
童
課
で
行
な

っ
て
い
ま
す
。

車
庫
法
（
自
動
車
の
保
管
場
所
の
確

保
等
に
関
す
る
法
律
）
の
適
用
地
域
が

県
下
全
域
（
村
を
除
く
）
に
拡
大
さ
れ

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
、
適
用
の
日

ィ
、
市
の
区
域
4
8
年
6
月
1
日
か
ら

ロ
、
町
の
区
域
4
8
年
1
2
月
1
日
か
ら

二
、
新
ら
し
く
適
用
さ
れ
る
区
域

県
下
全
域
（
村
を
除
く
）

三
、
適
用
事
項

ィ
、
登
録
時
の
「
保
管
場
所
証
明
寮

」
の
提
出
義
務
（
法
第
四
条
）

自
動
車
の
新
規
登
録
を
す
る
場

合
、
ま
た
は
す
で
に
登
録
を
し
て

い
る
自
動
車
の
使
用
の
本
校
の
位

置
を
変
更
す
る
と
き
は
①
自
家
用

車
の
と
き
は
所
轄
警
察
署
長
⑧
事

業
用
自
動
車
の
場
合
は
所
轄
陸
運

局
長
の
発
行
す
る
「
自
動
車
保
管

場
所
証
明
声
一
を
必
要
と
し
ま

す
。

適

用

区

域

れ

ま

し

た

適
用
さ
れ
る
自
動
車
は
三
輪
以

上
の
自
動
車
で
す
。
（
軽
自
動
車

小
型
特
殊
自
動
車
は
除
く
）

ロ
、
道
路
の
車
庫
が
わ
り
使
用
の
禁

止
（
法
第
五
条
）

適
用
地
域
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
な

行
為
は
禁
止
さ
れ
、
こ
れ
に
違
反

す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

▽
道
路
を
自
動
車
の
保
管
場
所
と

し
て
使
用
す
る
こ
と

▽
道
路
上
の
同
一
の
場
所
に
引
き

続
き
十
二
時
間
以
上
駐
車
す
る
こ

と▽
夜
間
（
日
没
か
ら
日
の
出
の
時

紬紀は
町内で買いましょう
その一本が町財政を

ささえています

間
）
道
路
上
の
同
一
の
場
所
に
引

き
続
き
八
時
間
以
上
駐
車
す
る
こ

と
。

二
、
受
付
期
間

○
溶
接
科
6
月
4
日
～
6
月
9
日

○
建
築
科
左
官
科

8
月
6
日
～
8
月
1
1
口

○
自
動
車
整
備
科

ュ

0
月
15
日
～
ュ0
月
2
0
口

三
、
申
込
先
福
岡
市
中
央
区
天
神

福
岡
県
職
業
訓
練
課
電
〇
九
二

1
七
四
1
五
九
四
〇

調
理
師
試
験

願
奮
受
付
6
月
1
1
日
～
6
月
1

5
日

試
験
8
月
1
日

発
表
9
月
1

0
日

申
込
場
所
遠
賀
保
健
所
予
防
課

※
く
わ
し
い
こ
と
は
遠
賀
保
健
所
（

電
六
九
一
1
四
二
ハ
一
番
）
へ

防
衛
庁
職
員
採
用
中
級
試
験

老
人
医
療
受
給
者
証
の
切
替
え

六
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で

ヽ

Ｊ

 

Ｏ

Ｉ
．
∨

「
老
人
医
療
受
給
者
証
」
の
切
替
え

を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
受
給
者
証
は

六
月
三
十
日
ま
で
し
か
通
用
し
ま
せ
ん

か
ら
、
ぜ
ひ
期
間
中
に
切
替
え
を
す
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

∵
受
付
期
間
　
六
月
六
日
～
八
日

二
、
受
付
場
所
　
役
場
別
館

三
、
持
参
品
　
印
か
ん
　
対
象
者
が

加
入
し
て
い
る
保
険
証
、
．
扶
養
義
務

者
の
源
泉
徴
収
票
（
四
十
七
年
分
）

県
政
　
モ
ニ

タ

ー

募

集

県
政
に
対
す
る
県
民
の
意
見
、
要
望

な
ど
を
き
き
、
県
政
運
営
の
参
考
に
す

る
た
め
四
十
八
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー
を

公
募
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
つ
ぎ
の
要
衝
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

ぬ
事
務
は
県
が
送
付
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
（
咋
間
3
～
4
回
）
に
回
答
し
て

い
た
だ
く
ほ
か
、
県
が
依
頼
す
る
会

合
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
応
募
資
格
は
県
内
在
住
者
で
選
挙

権
を
有
す
る
者
で
議
会
議
員
、
公
務

員
な
ど
は
の
ぞ
き
ま
す
。

◎
希
望
者
は
、
「
ハ
ガ
キ
」
に
住
所

氏
名
、
郵
便
番
号
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
振
出
し
て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ

に
申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。

◎
応
募
期
間

六
月
力
口
（
土
）
当
日
消
印
ま
で

有
効
で
す
。

◎
選
考
方
法

地
域
別
、
性
別
、
年
令
別
、
職
業

別
な
ど
を
考
慮
し
て
選
考
し
、
結
果

に
つ
い
て
は
八
月
中
旬
頃
ま
で
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
若
干
の
謝
礼
を
差
上
げ
ま
す
。

◎
申
込
先
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁

目
、
福
岡
県
総
務
部
広
報
室
公
聴
係

電
〇
九
二
㌧
壱
－
六
〇
五
〇

ヽ

防
衛
庁
で
は
職
員
採
用
中
級
試
験
（

短
大
卒
業
程
度
）
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行

な
い
ま
す
。
な
お
こ
の
試
験
は
一
般
職

を
採
用
す
る
も
の
で
、
自
衛
官
採
用
は

別
に
行
な
い
ま
す
。

一
、
受
験
資
格

昭
2
1
・
4
・
2
か
ら
”
・
4
・
1
ま

で
に
生
ま
れ
た
者

二
、
職
種

行
政
事
務
・
語
学
・
電
気
・
通
信
・

機
械
・
土
木
・
建
築
・
航
空

三
、
試
験
Ｈ
7
月
ュ
5
日

四
、
試
験
地
福
間
市
他

五
、
受
付
期
間
6
月
1
日
～
2
0
日

六
、
試
験
案
内
福
岡
防
衛
施
設
局
総
務

部
総
務
課
（
福
岡
市
大
手
門
）

電
〇
九
二
－
七
八
－
六
三
二

自
衛
官
募
集

防
衛
庁
で
は
四
十
八
年
度
に
お
け
る

二
等
陸
士
、
二
等
海
士
、
二
等
空
士
を

つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

∵
試
験
・
採
用
時
期

第
一
次
か
ら
四
次
ま
で
に
分
け
毎
月

二
、
資
格

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
で
十
八
才

以
上
二
十
五
才
未
満
の
∩
本
国
籍
を

有
す
る
者
で
、
中
学
校
卒
業
程
度
の

学
力
右
肴
し
自
衛
隊
法
に
定
め
る
欠

格
条
項
に
該
当
し
な
い
者

こ
、
試
験
科
目

中
学
卒
業
程
度
の
学
力
に
つ
い
て
、

国
語
、
社
会
、
数
学
の
筆
記
試
験
、

身
体
検
査
、
適
性
検
査
、
口
述
試
験

四
、
二
等
博
士
に
つ
い
て
は
女
子
も
募

集
。
く
わ
し
い
こ
と
は
芦
犀
募
集
事

務
所
（
竃
Ｃ
旦
ニ
ー
三
Ｔ
Ｃ
力
八

一
番
へ
）
職
業
訓
練
指

導
員
試
験

一
、
試
験
職
種
　
溶
接
科
・
左
官
科

・
日
勤
車
寮
備
科

あ
な
た
も
損

不
良
便
そ
う

は
修
理
を

住
民
の
方
か
ら
し
尿
汲
取
り
料
金
の

こ
と
で
苦
情
が
く
る
中
に
、
家
庭
の
便

そ
う
が
破
損
し
て
お
り
、
地
下
水
や
雨

水
が
流
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
が
原
因
の

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
流
入
水
が
多
い
と

料
金
が
従
患
制
の
適
用
そ
っ
け
る
こ
と

に
な
り
、
料
金
の
こ
と
で
業
者
と
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
料
金
が
商
く
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
衛
生
上
も
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
す
み
や
か
に
修
理
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
し
尿
処
理
の
こ
と
に
つ
い
て
の
苦

情
、
問
い
合
わ
せ
は
環
境
衛
生
組
合

（
電
六
九
一
－
二
一
八
四
番
）
へ

お礼申　し　上げ　ま　す－

香典返しとして、つぎの方から社会福祉協
議会へど寄贈がありました。
故人のど冥福をお祈りいたします。

故
小
森
田
末
広
殿

〃
許
　
允
石
殿

〃
森
　
ヤ
ス
殿

〃
山
本
　
文
子
殿

〃
松
井
　
ト
ヨ
殿

〃
山
本
　
義
治
殿

〃
神
崎
　
綜
司
殿

〃
中
西
　
タ
メ
殿

〃
安
部
エ
ン
殿

〃
野
田
　
孝
殿

ク
光
末
　
武
二
殿

〃
田
原
　
男
殿

〃
若
松
ウ
メ
ノ
殿

〃
田
中
　
秀
睾
殿


